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令
和
元
年
度

「
和
地
域
づ
く
り
の
会
」
定
期
総
会 

開
催

　

４
月
18
日
、
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
和
地
域
づ
く
り
の
会

（
伊
藤
隆
也
会
長
）
の
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
東
御
市
副
市

長
、
信
州
う
え
だ
農
協
事
業
部
長
、
和

地
区
出
身
市
議
会
議
員
を
来
賓
に
招
き
、

小
林
峯
雄
区
長
会
長
が
議
長
を
務
め
ま

し
た
。
委
員
64
名
の
出
席
を
受
け
て
、

第
一
号
議
案
「
平

成
30
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
の

承
認
に
つ
い
て
」、

第
二
号
議
案
「
役

員
、
顧
問
、
事
務

局
の
承
認
に
つ
い

て
」、
第
三
号
議
案
「
令
和
元
年
度
事

業
計
画
、
予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て
」

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
活
気

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
数
々
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
行
く
予
定
で
す
。

会
長  

あ
い
さ
つ

　
　
　

和
地
域
づ
く
り
の
会　

 
�

会
長　

伊
藤
　
隆
也

　

平
成
三
十
年
度

の
活
動
の
総
括
と

令
和
元
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
が

定
期
総
会
で
承
認
さ
れ
今
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
和

地
区
の
住
民
及
び
各
種
団
体
が
協
力
し

合
っ
て
、
自
主
的
・
主
体
的
に
地
域
共

通
の
課
題
解
決
や
地
域
の
将
来
像
の
実

現
に
努
め
、
活
気
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
住

み
よ
い
地
域
を
形
成
し
て
行
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
三
専
門
部
会
で
は
今
ま
で
の
事
業

を
継
続
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
事
業
展
開
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
平
成
が
終
わ
り
万
葉
集
を
典
拠

と
し
た
新
元
号
「
令
和
」
に
改
元
さ
れ

新
し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。「
令
」
は
相
手
を
敬
う
言
葉
、「
和
」

は
ま
さ
に
和
地
域
づ
く
り
の
会
の
和
を

表
し
て
い
ま
す
。
新
元
号
に
「
和
（
か

の
う
）」
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
和
の
素

晴
ら
し
い
風
土
の
中
で
、
人
と
人
と
が

助
け
合
い
美
し
い
心
を
寄
せ
合
う
文
化

が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
明
る
く
平
和
な
時
代
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
希
望
を

も
っ
て
今
年
度
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進

ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

和地域づくりの会 会報和地域づくりの会 会報和地域づくりの会 会報 第 5号
和地域づくりの会

事務局
和コミュニティーセンター
東御市和 2628
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�若者や子育てしている世代が幸せを感じられる地区
　・若者が定住し、結婚・出産・子育てがしやすいまちづくりを目指します
�観光と農業・農村が共存共栄できる地区
　・農業や景観などの地域資源を活用したまちづくりを目指します
�多様な世代が運営を支え、郷土愛を持てる地区
　・伝統行事、近所づきあい、支え合いが盛んなまちづくりを目指します

和地域づくりの会が
目指す

和地区の将来像
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子
育
て
・
教
育
文
化
部
会

部
会
長　

田
中
　
節
夫

　

子
育
て
教
育
文

化
部
会
は
令
和
元

年
度
役
員
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
当
部

会
に
は
各
種
団
体
主
体
の
事
業
と
、
部

会
全
体
で
取
り
組
む
事
業
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
和
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
事
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
方
と
の
協

同
で
事
業
を
進
め
て
行
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
地
域
の
公
民
館
活
動
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
気
楽
に
参
加
で
き
て
楽
し
め
る
部
会

に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
部
会
長

　
　

竹
内
不
二
夫

　

副
部
会
長

　
　

青
山　

寛
子

　
地
域
振
興
部
会

部
会
長　

荒
井
　
　
満

　

地
域
振
興
部
会

の
事
業
も
大
勢
の

皆
様
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
度
計
画
し
て
い
る
旧
和
学

校
記
念
館
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、
和

の
歴
史
遺
産
で
あ
る
旧
和
学
校
記
念
館

を
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
て
み
た
い

場
所
、
来
て
み
て
心
が
癒
さ
れ
る
場
所

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
建
物
内
の
整

理
、
周
り
の
景
観
の
向
上
、
安
全
対
策

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
和
小
学
校

の
先
生
や
市
の
教
育
課
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
進
め
て
行
き

た
い
思
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

副
部
会
長

　
　

有
賀　

睦
雄

　

副
部
会
長

　
　

飯
島
み
つ
代

　
生
活
福
祉
部
会

部
会
長　

竹
内
　
照
重

　

今
年
は
平
成
か

ら
令
和
に
元
号
が

変
わ
り
、
新
た
な

気
持
ち
で
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
福
祉
部
会
と
し
て
課
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
中
で
、
と
り
わ
け
「
あ
ん
し
ん

情
報
キ
ッ
ト
」
の
普
及
を
今
年
こ
そ
は

や
り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
高

齢
者
の
事
故
防
止
に
対
す
る
安
全
教
室
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
安
全
教
室

等
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
事

業
の
柱
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
和
が
住
み
良
い

地
域
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

副
部
会
長

　
　

白
石　

幸
男

　

副
部
会
長

　
　

中
澤
實
枝
子

各
専
門
部
会
　
部
会
長
　
あ
い
さ
つ

あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト

令和元年度　和地域づくりの会　役員紹介
役　
職

氏　
名

区　
名

会　
長
伊
藤
　
隆
也
曽
　
　
根

副
会
長
田
中
　
　
透
東
上
田

副
会
長
中
村
　
隆
興
田
　
　
沢

会　
計
五
十
嵐
賢
朗
海
善
寺

部
会
長
田
中
　
節
夫
田
　
　
沢

部
会
長
荒
井
　
　
満
東
上
田

部
会
長
竹
内
　
照
重
栗
　
　
林

幹　
事
小
林
　
峯
雄
海
善
寺
北

幹　
事
中
村
　
　
至
東
深
井

幹　
事
竹
内
不
二
夫
大
　
　
川

幹　
事
関
　
　
和
仁
東
上
田

幹　
事
庄
村
　
　
茂
東
　
　
入

幹　
事
服
部
　
邦
雄
田
　
　
沢

幹　
事
神
津
　
喜
一
東
上
田

幹　
事
田
中
　
栄
次
田
　
　
沢

幹　
事
新
村
　
純
作
海
善
寺
北

監　
事
小
林
　
茂
徳
田
　
　
沢

監　
事
荻
原
　
俊
秀
栗
　
　
林
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令和元年度　各専門部会の主な事業予定
■子育て・教育文化部会

事業項目 実施時期 実施内容

魚つかみ取り大会 7月 28日 金原川へ放流したニジマスを子どもたちがつかみ取
りし、おやじの会に焼いてもらって食べる

流しそうめん大会 〃 魚つかみ取り大会と同時開催、流しそうめん設営

デイキャンプ 7月 20・21日 旧和学校記念館の広場にて和小学校の児童を対象に
キャンプを体験

あいさつ運動（3回） 8～ 10月 和小学校玄関前で登下校時に児童との挨拶運動

和地区ふれあい文化祭 11月10・11日 生涯学習講座作品展示・ステージ発表、地域分館作品
　和小学校児童・和保育園児の作品展示

和地区ふれあい講座 通年 生涯学習の事業として、生涯学習講座を 20講座実
施、1講座 5名～ 30名参加

書き初め大会 1月 5日 講師を招いて和小学校児童を対象に書道を指導し終
了後参加者全員につきたての餅をふるまう

■地域振興部会
事業項目 実施時期 実施内容

湯楽里ロードに花壇整備 5月 18日 和地区の景観向上のため、湯楽里ロード花壇に花苗約
700本を定植し、定期的に水やり・除草を実施

旧和学校記念館周辺草刈り（2回） 7月・9月 刈払機による草刈と除草、植木の手入れ

旧和学校記念館有効活用のため
環境整備 8～ 10月 床補強、カーテン交換、展示物の整理等

■生活福祉部会
事業項目 実施時期 実施内容

「あんしん情報キット」の導入推進 7～ 8月 「あんしん情報キット」の必要性を区長会に説明し一
人住まいの高齢者の家庭へ区長の了承を得て配布する

食育の勉強会 8月下旬 老後を健康に過ごすための調理方法・食材選びを学ぶ

特殊詐欺防止・交通事故防止に
関する講習会 9月初旬 高齢者に対する特殊詐欺防止をテーマにした講演会

実施　東御市交番長の交通安全講話実施

「和地区の健康状況を学ぶ」学習会 2月末 特定健診・医療データ等を基に和地区の健康課題を
明らかにし健康づくりに役立てる

ポールウォーキング教室（2回） 7月・11月 湯の丸高原トレイルランニングコースや和コミュニテーセンター
周辺を健康運動指導士の指導のもとポールウォーキングする
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湯
楽
里
館
南
側
の
道
沿
い
に 

　
　  

七
百
本
の
花
苗
を
定
植

　

５
月
９
日
朝
５
時
30
分
か
ら
、
和
地

域
づ
く
り
の
会
の
地
域
振
興
部
会
の
メ

ン
バ
ー
で
、
湯
楽
里
館
南
側
の
道
沿
い

約
80
ｍ
に
わ
た
っ
て
花
壇
の
準
備
、
マ

ル
チ
を
敷
き
し
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
は
朝
５
時
45
分
か
ら
、
地

域
づ
く
り
の
会
の
メ
ン
バ
ー
40
名
の
参

加
を
得
て
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
サ
ル

ビ
ア
の
苗
の
植
え
付
け
と
ひ
ま
わ
り
の

種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
８

月
ま
で
当
番
表
に
基
づ
い
て
交
代
で
除

草
・
草
取
り
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
当
会
の
年
度
初
め
の
恒
例
行

事
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
景
観
向
上

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
湯
の
丸
高
原 

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

 

東
御
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会 

　
　
　
　 

開
催
の
お
知
ら
せ

○
日
　
時

　

７
月
10
日
㈬

　

午
後
２
時
30
分
～
５
時
30
分

○
場
　
所

　

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容

　

市
政
運
営
に
つ
い
て

　

市
政
全
般
の
意
見
要
望
へ
の
回
答

　

懇
談
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見
交
換

「
消
防
団
組
織
再
編
に
伴
う
各
種

課
題
に
つ
い
て
」

○
参
加
者

　

和
地
区
各
種
団
体
役
員

　

和
地
区
住
民

　

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
他

○
主
　
催　
和
地
区
区
長
会

　
　
　
　
　

和
地
域
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　

東
御
市

●
問
い
合
わ
せ
先

東
御
市

企
画
振
興
課

企
画
政
策
係

電
話

６
４

－

５
８
９
３

　
魚
つ
か
み
取
り
大
会 

　
　
　（
流
し
そ
う
め
ん
） 

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

○
日
　
時

　

７
月
28
日
㈰　

10
時
～
12
時

○
場
　
所

　

和
小
学
校
樹
木
園
&
金
原
川

○
参
加
対
象　
小
学
生
と
そ
の
親

○
参
加
費　
ひ
と
り 

300
円

○
主
　
催　
和
お
や
じ
の
会

　
　
　
　
　

和
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
共
　
催　
和
地
域
づ
く
り
の
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　
和
地
域
づ
く
り
の
会
事
務
局

電
話　
６
２

－

０
２
０
１

地
域
づ
く
りニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

○
開
催
日
時

　

７
月
６
日
㈯　

９
時
～
11
時

○
集
合
場
所

　

湯
の
丸
高
原
第
一
駐
車
場

○
コ
ー
ス

湯
の
丸
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス

○
参
加
費　
100
円

○
主
　
催　
和
地
区
保
健
補
導
員
会

○
共
　
催　
和
地
域
づ
く
り
の
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
東
御
市
健
康
保
健
課

電
話　
６
４

－

８
８
８
２

　

会
報
５
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
の
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

和
地
域
づ
く
り
の
会　

広
報
委
員
会

電
話　

６
２

－

０
２
０
１

編
集
後
記


